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Ⅰ, は じめ に

最近において東北地方における周水河現∃紗こついての報奮示教多くな ってきた｡章者はこれ

までの報告と調査から東北地方JjCおける周水河魂豪について調べ,かつ南八甲田における現象

の存在の例をもってここに報告するものである｡商八甲田は北八甲田L･t止して学問上の空白地

であるともいえ学府昌運萱はほとんど}jZされてい夜い｡ただ垂者の属する南八甲田湿原研究グル

ー-ブ蛙1963年から総合調査としてこの地での調査を続けておi),本論もその中の一端とし

て叔Dあげたものである｡周氷河現象理論の明確を理論が確立されてい凌い日本において,輩

者は論文 ･文献からその主因を

山 水霜作用 (Frost action)

(2)雪蝕作用 (封土vatlon)

(3)寒冷風作用 (The periglar,ial Wind_ao.tion)

(4)寒冷水による融東通拝作用 (FIvVi0-glacial aetion)

とL.で本地境の現象 O地形をとらえたQ

皿,東北地方の腐氷河現象につV,て

これまでの報告と筆者の誠べた硯凌 .地形は第1表の如く.総数27に及ぶものであるO大

半は東北南部の磐塀,朝日,飯豊であb東北北靴 おける報告は鈴木 (1963).佐･t (1

954)以外は見あたらない｡董者は鈴木の言 う低位周氷河現象の追求によって新しく発見 し

たものをも加え青森県内には11ヶ所の存在を確認した｡その存在高度によって.1500M

嵐 400- 800M級,低位 (10oM以下)の三つに区分される｡この区分は鈴木の低位

周氷河現象理論の確証とともに東北地方全体に於ける周氷塊象たらび把古気虞との娼連によっ

て葦者に与えられた大き夜課題でもある｡

且.八甲田の概観

(目 地杉,南八甲田諸山は一般にをだらかな山容を呈し,山頂に至る陵線部vcまで植生にお

おわれておD.平担地には湿原が発達しているo歯ケ峰の南北両麓LR:は小規模な溶岩流台地が

作られておD.下庄一上岳一南沢岳の西斜面は河蝕性急斜面が形成されておD,一波に本地戒

における河川の側刻作用 ･下刻作用が叔しく廟らいてV字谷.急流,湊布をいたるところに作

っている｡範慮部は一般に夜だらかである.唯冬季の卓越風の風背斜面にあたる山涙東側ある

-vlは隊旗部の南側VCは雪歯急斜面が形成されている｡
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第1衰 東北地方に於ける周氷河硯袋について
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(2)地膚 末だ完全な地質調査はなされてhないが南部 ･谷田 (1961)によれば,商八

甲田諸火山は数多くの溶岩及び集鬼岩の反虜塀出によって藤成された成層火山群である.これ

らの火山群はその南京から横岳 ･グルーブ,戚ケ峰グルーブ,乗敷島グルーブに区分され,更
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に13辞に分けられ駒ケ蜂窮三溶岩を鹸き,いずれも輝石象山岩夜hL玄武岩賀安山岩である｡

p.ylケ峰第-.第二俗岩が共作:集塊岩を伴レ､熔岩流台地を形成し第三膚岩は山'J-B附近に石英安山

岩経を′｣､規模に質出したにすぎ夜Vlが医長賀安山岩の･覇徴で走る角硬質のものを多量に塀出し

ている｡垂者らQj調査では慮波川の上流助士ローム層 ･角由岩 .集塊岩烹どの互層であるのに

対 し.真減吊上流部はローム層の粘土化や硫黄含有LT角喋層の偽雪がみられたO

Ⅳ,者達の周氷河現象 ･地形

(目 上岳斜面湿原

演上 (15I6血)から南東功遠瀞ハに全長l..200ivi,顔高差3L/dk･1,平均傾斜220の

湿原があるoこの湿原は王IPv冬季の堆雪と春季の融雪水それに伴なる諸周氷河現凄･1,こよJ3て杉

成されたものであD,地形･表層土嚢･植生を指標として七区分される｡

川 波状芝塚地帯及び莱褐色腐植土

(2)蕗岩密集地蕎及び′｣､角磯含有

(3)雪蝕産地及び慮岩 ･小探散在

(4) 敵 湿地及び小転読在

b)乾性浸地及び暗褐色爵植土

は)笹及び褐色腐植土

(71湿地膏及び泥炭土

その主たる膏徴は上部斜面の波挨地形と末端部の湿地帯があげられる〇その傾斜茨換点は14

80M附近にみられ.その直下は急斜面をたしで室田地帯を形成し.雪融 建地や塵岩密集地帯

･階状土 ･砂嬢地がみられる. 131.6班晦丘に又傾斜変換点がみられこれ 以降は未端の湿地

帯まで緩傾斜を示すo

(2)波状芝濠地形

山頂直下の比顔的平担夜芝状地帯には土手状地形が斜面にそ って波状に発達してある｡

A型 比高30-40CM,長軸10姐,短軸4- 5'di

B塾 比高40-50CM.長軸=〕M,短軸8-9もⅠ

のニクイブがあり ,内部韓趨ま地表から25Cユ近位まで福邑腐植土であbその下部には火山択A

層が史に20(刀離れて火山択B層が存在する｡ この火山灰層はvlずれも届厚 5(況内外でA層は

約 1400年前. B眉は約3O0O年青め ものと考えられることから,この芝坂状地歌ま他石

地形でIなく親戚のものであるとVlえるo又大雪火山群 (′j､嘩19占5年)で見られた火山択層

の存在による高まD現象は,ここでは顔著にみられない.基盤はスコリア軟岩片でおそらく櫛

ケ峰熔岩であると居去れる.

(31雪蝕窪地 (NiVation hollow)
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雪田地膏の中で頭書に見られる雪蝕窪地は主に冬季における埠雪の重力移魂による皮蝕エDも

むしろ初冬季とか晩春季の融雪水 ･威福永あるいは BOlifluction(観深流±)による場

ける植生群落は11区分され.この植生詳落･把よってその年の残雪の消失時.規模.位置等の

判定が可娼となる｡

射 構造上

この斜面湿原における席造上はその分頑からいうと轟Jjg堵状土である｡その分布は菖蝕窪地を

中心に A鼠 B鼠 C辞の三ヶ所である｡その規模は長盛3.8班,短軸1.占7Ni.頓斜2.0.80

平均粒径5.5m.,段比高1.3虹でこれまでに発見されている膳状土tjC比して中塾であるといえ

るO痔凍夜ものとしてC辞には斜面東が大きな岩や疎によって形成されているものや全く斜面

姥がないものの二種額の情状土が存在する.構造二出土傾斜20C以上の急斜面地･Kはあまb尭

達しをいというが中国山地の場合同様勾配250以上においても存在し.かつ書蝕建地の下部

に見 られる構造土の分布もここでは雪蝕窪地を中心に上弧 下部斜面そして窪地内に存在する.

(第 2表 ･第3表 ･第 l図 参照)
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(5)LIJ本と稽生

これまで述べた斜面湿原を含め

た上長山体を縦断してみると,

東側は西側に比して.やや麓斜

面であるが森林限界は1316Li

であるが,西側は 1500叫付近

まで森林限界を形成 しているo

山頂部は僅かながら西側と東側
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では非対称LU頂をなし北側凌謀部の西側にも-イマツ群落が伸びておD.この三顔形山体は席

生区分に大き表彰啓を与えているo
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第2図 ･禰ケ峰上伍 NW縦断函 IpJW (風向斜面)

(6)駒ケ峰 ｡猿倉岳における雪蝕急斜面

雪蝕によって形成竜れた急斜面であってE･P｡Eond･er80nのいうnBackwall･と類似

したものであるo駒ケ峰-猿倉伝聞においては稜線沿の南針面に多く存在し,この斜面の部分

のみにアオモリトドマツが樹生せずチシ7ザサが密生しているa)みで明瞭に判別ができるO又

初冬季の調査においてもこの斜面のみに早くから推雪がなされているo特lrL励ケ峰南斜面には

小規模をgul1y状地形をも含めて大規模を雪蝕急斜面が存在しその急斜面の下部の盲β分は平

r-つ-



担恵猛虎と在っておi),この小地形を雪蝕

窪地 (Nivation hollow)め-地形

と見ることが可能であるo

lV,ま と め

南八甲田における周氷河現象は主に破線部

の斜面のみ在らず慮高120DMにある湿原

にも存在する｡しか しその主は凌建部斜面

湿原で参b山頂部である〇その斜面嘘膿は

その規模VCよって上岳斜面鞄京や由ケ峰 ･

猿倉岳の雪曲急斜面に分けられ,上岳の場

合は細分するとJl見上から波状芝壕地形.秦

岩密集地帯.槽状土.雪蝕護地I砂傑地を

含めた雪田地膏,乾性湿地.末端の湿地帯

に区分される｡更に上岳山体を考えてみて

(-■さて41

.)]llrtl●-1●-■一rl･
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第 3囲 簡ケ峰上岳植生区分図

ち,山体の東西では森林限界の高低の違い,植生の違い.頂上部での非対称山頂をどにもその

影響は及んでいるO又上岳の外に駒ケ*.t･猿倉岳 南斜面には雪蝕急斜面が明瞭に発達している｡
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